
 

○ 福祉サービスや事業、制度の内容や相談

窓口を把握しましょう。 

○ 福祉サービスを活用しましょう。 

○ 地域の困りごとを解決する仕組みづくり

に協力しましょう。 

○ 支援を必要としている人を把握し、適切

な支援先へつなぎましょう。 

市民、地域、関係機関・団体の取組 

○ 権利擁護等について理解を深めましょう。 

○ 成年後見制度を知りましょう。 

○ 虐待や人権侵害に気づき、適切な対応を

行いましょう。 

○ 地域の虐待や人権侵害の防止・早期発見

に努めましょう。 

市民、地域、関係機関・団体の取組 

○ フードバンク活動に協力しましょう。 

○ 再犯防止への理解を深めましょう。 

○ 地域で支援を必要としている家庭に気づ

きましょう。 

○ 地域で支援を必要としている家庭を見守

りましょう。 

市民、地域、関係機関・団体の取組 

重点 

基本目標３ 幸せあふれる「仕組み」をつくる 

市民が地域で安心して、幸せあふれる生活を送ることができるよう、高齢者、障がいのある人、子ども

その他の福祉に共通する取組を促進し、複合的な課題へ横断的に対応できる、幸せあふれる「仕組み」を

つくっていきます。 

施策１ 包括的な支援体制の推進  

【方向性】 

● 生活上の問題や課題に対して、包括的に受

け止め、適切な支援機関に速やかにつなげ

ることができる相談支援体制の整備を推進

します。 
 

 

 

 

 

 
 

施策２ 権利擁護の充実  

【方向性】 

● 成年後見制度や日常生活自立支援事業の推

進のため、各種制度について周知・啓発し

ます。 

● 支援が必要な方の権利擁護をより一層充実

させ、虐待防止対策を推進します。 
 

 

 

 

施策３ 多様な福祉問題を抱える人に対する支援  

【方向性】 

● 支援を必要とする人が安心して地域で暮ら

せるよう、必要なサービスを必要な時に受

けることができるよう、きめ細かなサービ

スを提供します。 
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計画策定の趣旨 

わが国では、少子高齢化や人口減少が進む中、高齢者世帯や単身世帯の増加により、社会的孤立

や８０５０問題、ダブルケア、ヤングケアラーなどといった様々な課題が生じており、人々の暮ら

しの中での課題は複雑化・多様化しています。 

また、地域社会との関わりを断ち、孤立して生活している人が増加するなど、地域における人と

人とのつながりが希薄化していることで、地域における様々な活動や支援の担い手の確保が難しく

なってきています。 

さらに、令和元年度末から世界的に流行した新型コロナウイルス感染症によって人々の生活が大

きく変化し、人と人との絆が重要であること、つながりを実感できる地域づくりが大切であること

を再認識するきっかけとなりました。 

本市では、少子高齢化の進行等といった社会経済環境の変化や、社会福祉法の改正等国や静岡県

の動向を踏まえ、令和６年度以降の市の地域福祉に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るこ

とを目的として、牧之原市の実情に応じた「第４次牧之原市地域福祉計画・地域福祉活動計画」を

策定します。 
 
 

計画の基本理念 

 

 

  

概要版 



 

○ 福祉に関心をもちましょう。 

○ 福祉に関する情報や広報物に目を通しま

しょう。 

○ 福祉に関する情報を地域で共有しましょ 

う。 

○ 地域活動、ボランティア活動の内容を内

外に発信しましょう。 

市民、地域、関係機関・団体の取組 

○ 自分から笑顔で元気にあいさつしましょう。 

○ 支え合いの心を育む場に参加しましょう。 

○ 楽しみながら地域で支え合いの心を育む

場を設けましょう。 

市民、地域、関係機関・団体の取組 

○ 地域活動に参加しましょう。 

○ ボランティア活動に参加しましょう。 

○ 寄付や共同募金に協力しましょう。 

○ 地域活動、ボランティア活動への参加を

呼びかけましょう。 

市民、地域、関係機関・団体の取組 

重点 

基本目標１ 支え合う「人」を育てる 

地域福祉に関して、多くの市民が関心をもち、地域活動に参加することができるまちを目指します。 

また、福祉活動を活発化させるため、地域活動のきっかけづくりや、活動を促進する取組を行い、様々

な活動を通じて地域福祉の担い手の育成を進め、支え合う「人」を育てていきます。  

施策１ 地域福祉に関する情報提供  

【方向性】 
 

● 年齢やニーズに合わせた情報提供の充実を

図ります。 

● 地域福祉活動を行う団体やこれから活動し

ようとしている人に対しての、幅広い情報

提供の方法を検討します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

施策２ 地域や学校における福祉教育の推進 

【方向性】  
● 地域福祉に関する学習の場や体験学習の機

会づくりの充実を図ります。 

● 福祉に対する意識の高揚を目的とした、啓

発活動の推進や福祉教育、交流活動の活性

化を図ります。 
 

 

 

 

 

 

 

施策３ 地域活動への参加の促進  

【方向性】 
 

● 地域で活動する担い手を増やし、各活動の

さらなる広がりを促進するための支援を行

います。 

● 地域活動等に参加していなかった人でも、

気軽に参加できる環境づくりや、きっかけ

づくりを行います。  

重点 

 

○ 地域活動、ボランティア活動へ積極的に

参画しましょう。 

○ 地域ぐるみで次世代のリーダーを育成し

ましょう。 

市民、地域、関係機関・団体の取組 

○ 地域資源を把握しましょう。 

○ 活動の輪を広げましょう。 

○ 地域の人や仕組み、施設を有効に活用し

ましょう。 

○ 活動の輪をつなげましょう。 

市民、地域、関係機関・団体の取組 

○ 地域の防災活動に積極的に参加しましょ 

う。 

○ 防犯意識を高めましょう。 

○ 災害時に支え合える体制をつくりましょ 

う。 

○ 防犯活動を活発にしましょう。 

○ 避難行動が困難な方への支援体制をつく

りましょう。 

市民、地域、関係機関・団体の取組 

重点 

 
 

施策４ 地域福祉の担い手の育成  

【方向性】  
● 地域での生活課題等を地域で解決できるよ

うに、地域活動を行う団体や人材の育成を

支援します。 
 

 

 

 

基本目標２ 支え合う「地域」をつくる 

市民の自発性により、それぞれの住民の意欲・能力を活かしながら、地域で支え合うことができる仕組

みづくりを促進します。 

また、地域活動の推進や住民自ら防災・防犯活動を行うことで、助け合い、支え合うことのできる「地

域」をつくっていきます。 
 

施策１ 地域活動の推進  

【方向性】 

● 地域の担い手としての学びの機会を増やし、

新たな活動メニューの提供等を行います。 

● 住民の意欲・能力や状況に応じて主体的な

関わりを促進する取組を実施します。 
 

 

 

 

施策２ 防災・防犯活動の推進・充実    

【方向性】 

● 地域での防災活動の周知・参加を促進し、

誰もが安全に安心して暮らせる地域づくり

を目指します。 

● 災害発生時や避難所等での支援体制を充実

させます。 
 

 

 

 

  


